
  



 

  

日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

26 火 細川・坂田

29 金 松村・佐々木

 藤城連合実年会　行事カレンダー

     　　  令　和　　7　年　8 月

        GGは７月に続き８月・９月も練習開始時刻は９時とします。

      夏休みは２５日（月）迄で、８月２６日（火）９時から練習を再開します。

雀友会・役員会・民謡教室は休みです。

G・G　練習 9:00～ 北堀公園
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日
帰
り
親
睦
旅
行
の
ご
案
内 

「篠
山
城
大
書
院
」見
学
と
「枝
豆
収
穫
体
験
」 

丹
波
篠
山
日
帰
り
の
旅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

行
事
部 

 

宮
杉 

曠 

篠
山
城
「
大
書
院
」
は
慶
長
１
４

年
の
篠
山
城
築
城
と
ほ
ぼ
同
時
に

建
て
ら
れ
た
と
考
ら
れ
て
い
ま
す
。 

以
後
、
幕
藩
体
制
が
終
わ
る
ま
で

の
約
２
６
０
年
間
に
わ
た
っ
て
、
篠

山
藩
の
公
式
行
事
等
に
使
用
さ
れ

ま
し
た
。
建
物
は
北
正
面
に
唐
破
風

を
付
け
た
車
寄
が
有
り
、
東
に
中
門

が
突
き
出
す
様
式
で
、
内
部
に
８
つ

の
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
藩
主
の
着
座

す
る
上
段
の
間
は
、
大
床
、
違
い

棚
、
帖
台
構
、
附
書
院
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。 

明
治
６
年
の
廃
城
令
に
よ
っ
て
篠

山
城
の
大
半
が
取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
が
、
大
書
院
の
保
存
を
願
う
人
々

の
努
力
に
よ
り
、
城
建
物
の
中
で
た

だ
１
つ
を
残
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
の

で
し
た
。
そ
の
後
小
学
校
、
女
学
校
、
公
会

堂
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
が
昭
和
１
９

年
に
、
火
災
に
よ
り
消
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
大
書
院
を
復
元
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

古
絵
図
、
古
写
真
、
発
掘
調
査
等
の
総
合

的
な
学
術
調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
成
果

に
基
づ
い
て
設
計
と
建
築
が
行
わ
れ
、
平

成
１
２
年
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。 

◎ 
開 
催 

日  

10

月
８
日
（
水
） 

◎ 

出
発
時
間  

午
前
８
時
30

分 

◎ 

集
合
場
所 

桃
山
城
第
三
駐
車
場 

篠山城「大書院」 

枝豆収穫体験 
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役
員
会
報
告 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

庶
務
部 

鈴
木 

美
恵
子 

７
月
５
日
（
日
）
午
前
1
０
時
～
1
１
時
3
０
分 

 
 
 
 
 

藤
城
の
家 

・
日
帰
り
懇
親
旅
行
に
つ
い
て 

・
長
寿
（
９
０
歳
）の
記
入
も
れ
に
つ
い
て 

・
「
藤
城
夏
ま
つ
り
２
０
２
５
」
の
お
手
伝
い
に
つ
い
て 

お 

悔 

や 

み 

 
 

 

西
部
―
ブ
ロ
ッ
ク
４ 

安
藤 

孝
子 

様 
 

 
 

 
 

七
月
八
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

令和7年度 第1回 藤城学区 地域ケア会議 

7 月 14 日（月）午前 10 時より、深草支

所４階会議室において「令和7年度 第1回 

藤城学区 地域ケア会議」（主催：南部地域

包括支援センター）が開催されました。 

今回のテーマは、『効果的な広報って？』 

～それぞれの立場から、地域の活動を“伝

える・届ける”工夫を考える～。 

５つのグループに分かれて意見交換を行

い、各グループが工夫や提案を発表するな

ど、活発なやり取りが行われました。 

藤城地域では、高齢者の皆さんに向けた

さまざまな取り組みが行われていますが、

それが「知られていない」「利用されていな

い」ことも少なくありません。せっかくの活

動も、活用してもらえなければ“もったいな

い”！ 

一人でも多くの方に知ってもらい、参加

してもらえるよう、日ごろの声かけや情報

の伝え方を意識していきましょう。 

            （髙橋） 
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藤城ニューフレンドだより

健康部　岩崎徳次

＊　6月、７月は降雨確率６０％以上の日や例年になく早い梅雨明けでの猛暑日予想

　　により練習のできない日が多くなってしまいました。

＊　８月の練習は８月２６日（火）から再開します。開始時間はサマータイムのため９時

　　からとなります。

＊　６月１３日（金）藤城ニューフレンドの夏季大会を開催しました。（参加者２８名）

　　今年度は試みに男女別を廃止してスコアを競うことにしました。そのため夏季大会は

　　選手個人のハンデは一旦元に戻して全員０で実施しました。

入賞された方々は下表の通り（敬称略）

順位 氏名 H-1 HC ｽｺｱ 順位 氏名 H-1 HC ｽｺｱ

優勝 2 31 ９位 　大西勝彦 44

準優勝　　　　田原佐洋子 2 34 １２位 　野間康男 45

3位 　坂田廣子 2 35 １５位 西出喜久子 46

4位 　小園君枝 1 35 １８位 岩崎徳次 46

5位 　瀬田ヨシ子 39 ラッキー賞 中西和子 56

６位 　藤井スミ 40 当日賞 三宅宏平 45

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊秋季大会では男性の方々の奮起を期待しております。

男性 　　　　　令和７年 ６月 グラウンド・ゴルフ成績表

開催日 参加者
平均ス

コア
H-1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

6 9 21.00 5 河本③、野間②

13 14 23.61 0

27 10 21.93 5 岩崎②、上西、坪内、細川

計３日 33 22.18 10 ３ｹ　1人、２ｹ　2人、１ｹ　３人、

女性

開催日 参加者 平均ス

コア
H-1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

6 13 23.14 3 坂田、田原、藤井

13 14 21.39 7 今川②、坂田②、田原②、小園

27 10 22.80 3 小園、瀬田、藤井

計３日 37 22.52 13 ３ｹ　2人、２ｹ　3人、１ｹ　1人、

　今川信枝
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営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 

「
藤
城
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
」
事
業
紹
介 

藤
城
学
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

宮 

杉 

曠 

介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
た
め
の
事
業
、
す
こ
や
か
学

級
を
令
和
７
年
７
月
１
０
日
（
木
）に
「
藤
城
の
家
」
・
よ
り
み

ち
・
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

日
で
す
が
、
介
護
予
防
推
進
員
の
方
が
来
ら
れ
て
参
加
者
の

体
力
測
定
会
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
身
長
・
体
重
・
握
力
・
発

声
・
歩
行
検
査
等
を
測
定
し
て
い
た
だ
き
表
に
書
き
込
ん
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
三
木
曜
日
７
月
１
７
日
は
ク
ラ
フ
ト
で
す
。
今
回
は
ポ

ー
セ
ラ
ー
ツ
を
致
し
ま
し
た
。 

蓋
付
の
小
鉢
の
外
側
に
講
師
の
先
生
が
用

意
さ
れ
た
、
沢
山
の
シ
ー
ル
の
中
か
ら
学
級
生

が
思
い
思
い
の
図
柄
シ
ー
ル
を
水
に
浸
し
て

貼
り
付
け
て
行
き
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
陶
器

製
の
小
鉢
は
先
生
が
持
ち
帰
ら
れ
て
高
温
の

炉
に
て
焼
き
付
け
処
理
を
さ
れ
て
１
０
月
の

シ
ル
バ
ー
の
集
い
に
て
展
示
披
露
さ
れ
作
者

の
手
元
に
帰
る
予
定
で
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。 
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「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て 

考
え
て
み
ま
し
ょ
う 

 
 

 

ス
ガ
マ
行
政
書
士
事
務
所 

 

須 

釜    

豊 
 

  

高
齢
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
、 

身
近
に
な
っ
て
き
た
「マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」 

け
れ
ど
も
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
、 

と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
・
申
請
方
法
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

● 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は
？ 

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
」
は
、
住
民
票
の
あ
る
す
べ
て
の
方

に
割
り
当
て
ら
れ
た
１
２
桁
の
番
号
で
す
。 

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
は
、
こ
の
番
号
と
氏
名
・
生
年
月
日
・
顔

写
真
が
記
載
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
の
カ
ー
ド
で
す
。 

健
康
保
険
証
と
し
て
も
使
え
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
の
機

能
も
持
っ
て
い
ま
す
。 

 

● 

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？ 

① 

本
人
確
認
が
一
枚
で
完
結 

運
転
免
許
証
が
な
い
方
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
銀
行
口
座
の
開
設
や
年
金
手
続
き
の
際
に
、
身
分
証
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。 

② 

健
康
保
険
証
と
し
て
使
え
る 

病
院
や
薬
局
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提
示
す
れ
ば
、
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。 

診
療
情
報
も
共
有
さ
れ
る
た
め
、
重
複
投
薬
の
防
止
な
ど
に

も
役
立
ち
ま
す
。 

③ 

確
定
申
告
が
自
宅
か
ら
可
能
に 

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
）
を
使
え
ば
、
自
宅
に
い
な
が
ら

申
告
が
で
き
ま
す
。
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
す
が
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
対
応
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

● 

デ
メ
リ
ッ
ト
や
注
意
点
は
？ 

① 

紛
失
・盗
難
時
の
不
安 

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
と
は
い
え
、
カ
ー
ド
を
落
と
す
と
個
人
情

報
が
不
安
…
と
感
じ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
暗
証

番
号
が
な
い
と
情
報
は
読
み
取
れ
な
い
仕
組
み
で
す
の
で
、

す
ぐ
に
悪
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
紛
失
し
た
場
合

は
す
ぐ
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。 
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② 
暗
証
番
号
を
忘
れ
る
と
使
え
な
い 

数
字
４
桁
な
ど
の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。
も
し
忘
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
市
役
所
で
再
設
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

③ 

操
作
に
不
安
が
あ
る
方
も 

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
苦
手
な
方
は
、
手
続
き
に
不

安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

 

● 

京
都
市
で
の
申
請
方
法
は
？ 

現
在
、
京
都
市
で
は
次
の
よ
う
な
方
法
で
カ
ー
ド
申
請
が
可
能
で

す ①

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請 

交
付
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
顔
写
真
を
撮
り
、
そ
の
ま
ま
申
請
が
可
能
で
す
。 

②

 

郵
送
で
の
申
請 

申
請
書
に
顔
写
真
を
貼
り
、
返
信
用
封
筒
で
送
り
ま
す
。
家
族

の
手
助
け
を
受
け
て
申
請
す
る
方
も
多
い
で
す
。 

③

 

市
役
所
・
区
役
所
で
の
申
請
サ
ポ
ー
ト 

深
草
支
所
で
申
請
補
助
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
員

の
方
が
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

④

 

出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
（京
都
市
独
自
の
取
り
組
み
） 

高
齢
者
施
設
や
集
会
所
な
ど
に
職
員
が
出
向
い
て
申
請
を 

 

手
伝
っ
て
く
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
実
年
会
な
ど
の
団
体
で

申
し
込
め
ば
、
会
場
ま
で
来
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
興
味
の
あ
る
方
は
実
年
会
に
ご
相
談
を
。 

 ● 

最
後
に 

 

「難
し
そ
う
」「必
要
な
い
」と
思
っ
て 

い
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
、
意
外 

と
便
利
な
面
が
あ
り
ま
す
。 

高
齢
者
の
方
に
こ
そ
、
「
自
分
の
情
報 

を
守
り
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す
た 

め
の
道
具
」と
し
て
活
用
し
て
い
た 

だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

ご
不
明
な
点
が
あ
る
方
は
、
行
政
窓 

口
や
、
地
域
で
活
動
す
る
専
門
職
に 

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

健
康
と
笑
顔
を
大
切
に
、
日
々
を
お 

過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

   

電
話
番
号 

 

０
９
０-

７
７
６
５-

０
５
４
４ 

 

ラ
イ
ン
Ｉ
Ｄ 

 
y
ｓ
６
１
２
０
８
４
６ 
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  北
海
道
旅
行 

古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

６
月
５
日
の
朝
、
Ｊ
Ｒ
藤
森
駅
か
ら
京
都
駅
に
向
か
っ
た
。
適
当

な
バ
ッ
グ
が
な
く
私
は
登
山
用
の
大
き
な
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
を
背

負
い
出
発
し
た
。 

八
条
口
か
ら
高
速
バ
ス
で
伊
丹
空
港
ま
で
約
５
０
分
で
着
い
た
。

搭
乗
時
刻
の
３
時
間
前
に
到
着
。
飛
行
機
は
ネ
ッ
ト
で
予
約
。
空
港

到
着
後
、
空
港
ス
タ
ッ
フ
の
指
示
に
従
い
自
動
券
売
機
の
画
面
を
タ

ッ
チ
し
て
簡
単
に
搭
乗
券
を
手
に
し
た
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
り

上
の
階
へ
移
動
。
先
ず
は
ラ
ン
チ
を
と
い
う
こ
と
で
素
敵
な
店
に
入

っ
た
。
大
き
な
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
注
文
。
山
も
り
の
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト

も
つ
い
て
い
て
、
こ
れ
全
部
食
べ
切
れ
る
か
な
ぁ
と
思
っ
た
が
、
簡
単

に
完
食
し
た
。
美
味
し
か
っ
た
！ 

店
の
壁
や
テ
ー
ブ
ル
、
雰
囲
気

か
ら
、
「
ア
ッ
！ 

こ
の
店
は
い
つ
か
来
た
覚
え
が
あ
る
。
」と
思
っ

た
。
そ
う
そ
う
次
男
の
就
職
先
が
沖
縄
に
決
ま
り
、
妻
と
一
緒
に
伊

丹
空
港
ま
で
見
送
り
に
来
た
時
、
３
人
で
ラ
ン
チ
し
た
店
だ
。
も
う

あ
れ
か
ら
何
年
経
っ
た
だ
ろ
う
。 

搭
乗
時
刻
が
近
づ
き
、
搭
乗
ゲ
イ
ト
に
向
か
っ
た
。
定
刻
通
り
の

離
陸
時
間
だ
っ
た
。
機
内
に
入
り
し
ば
ら
く
し
て
私
は
真
っ
青
に
な

っ
た
。
ス
マ
ホ
を
待
合
の
ロ
ビ
ー
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
す
ぐ
に
乗
務

員
に
伝
え
る
と
電
光
石
火
の
動
き
で
あ
っ
た
。
無
線
で
ロ
ビ
ー
の
ス 

タ
ッ
フ
に
伝
え
る
。
私
が
口
頭
で
ス
マ
ホ
を
置
い
た
場
所
を
乗
務
員

に
伝
え
る
。
乗
務
員
さ
ん
が
言
っ
た
。
「
も
し
ス
マ
ホ
が
見
つ
か
ら
な

く
て
も
出
発
（離
陸
）し
て
も
い
い
で
す
か
？
」
私
は
無
言
だ
っ
た
。 

ス
マ
ホ
無
し
で
は
今
回
の
旅
行
は
無
理
だ
と
思
っ
た
。
そ
し
て
数

分
後
、
「
ス
マ
ホ
、
見
つ
か
り
ま
し
た
！
」と
。
安
堵
の
瞬
間
だ
っ
た
。 

こ
ん
な
風
に
旅
は
始
ま
っ
た
。
飛
行
機
は
離
陸
。
羽
田
経
由
で
新

千
歳
に
向
か
う
。
羽
田
空
港
上
空
で
は
飛
行
機
の
渋
滞
が
発
生
。

着
陸
が
か
な
り
遅
れ
た
。
乗
り
換
え
の
飛
行
機
は
待
っ
て
は
く
れ

な
い
。
乗
り
継
ぎ
の
便
の
搭
乗
ゲ
ー
ト
ま
で
大
き
な
バ
ッ
グ
を
背
負

っ
て
思
い
き
り
ダ
ッ
シ
ュ
！ 

何
と
か
間
に
合
っ
た
。
安
堵
の
た
め

息
。 新

千
歳
空
港
に
着
陸
。
夜
の
７
時
過
ぎ
だ
っ
た
。
黄
昏
時
だ
っ

た
。
さ
あ
無
事
北
海
道
に
は
着
い
た
！ 

安
堵
の
瞬
間
だ
っ
た
。
さ

あ
こ
れ
か
ら
Ｊ
Ｒ
で
帯
広
に
向
か
う
。
乗
る
予
定
の
列
車
が
「札
幌

行
」と
表
示
。
「エ
～
札
幌
っ
て
帯
広
の
反
対
方
向
じ
ゃ
な
い
か

～
！
」と
い
う
間
違
っ
た
判
断
で
乗
る
べ
き
列
車
に
乗
ら
な
か
っ

た
。
駅
員
さ
ん
に
尋
ね
た
り
、
隣
に
座
っ
た
客
に
尋
ね
た
り
、
色
ん

な
方
に
聴
き
ま
く
り
、
何
と
か
帯
広
行
き
の
列
車
に
乗
っ
た
。
よ
～

し
、
こ
れ
で
友
達
が
待
つ
帯
広
駅
に
行
け
る
！ 

こ
の
時
は
、
心
の
底
か
ら
安
堵
し
た
。
京
都
を
出
て
か
ら
何
回
も

危
機
的
瞬
間
が
あ
っ
た
が
、
よ
う
や
く
帯
広
駅
ま
で
到
着
で
き
る
。

こ
の
時
の
喜
び
様
と
い
っ
た
ら
、
そ
れ
は
も
う
本
当
に
感
動
も
の
で 
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あ
っ
た
。 

こ
う
し
て
北
海
道
の
旅
は
始
ま
っ
た
。
北
海
道
旅
行
は
妻
の
長

年
の
夢
で
あ
っ
た
。
妻
は
初
め
て
。
私
は
二
度
目
で
あ
っ
た
。
私
の
最

初
の
北
海
道
旅
も
感
動
と
ス
リ
ル
が
色
々
と
あ
っ
た
。
私
の
初
北
海

道
旅
は
も
う
か
れ
こ
れ
４
０
年
前
。 

当
時
、
幸
せ
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
と
い
う
映
画
が
流
行
っ
て
い
た
。

高
倉
健
と
倍
賞
千
恵
子
共
演
の
感
動
的
な
物
語
。
刑
期
を
終
え
た

男
（高
倉
健
）
が
行
き
ず
り
の
若
者
と
と
も
に
、
妻
の
も
と
へ
向
か

う
。
健
が
車
の
中
で
過
去
を
語
り
始
め
る
。
刑
期
を
終
え
る
前
に
妻

に
手
紙
を
書
い
た
。
「俺
は
お
前
が
良
い
男
と
再
婚
し
て
幸
せ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
こ
の
手
紙
が
つ
く
頃
、
俺
は
夕
張
に

行
く
が
、
も
し
も
お
前
が
今
で
も
独
り
で
暮
ら
し
て
い
る
な
ら
、
庭

先
の
鯉
の
ぼ
り
の
竿
の
先
に
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
を
つ
け
て
お
い
て
く 

れ
。
そ
の
ハ
ン
カ
チ
を
見
た

ら
俺
は
家
に
帰
る
。
で
も
ハ

ン
カ
チ
が
な
か
っ
た
ら
、
俺

は
そ
の
ま
ま
夕
張
を
去
っ
て

い
く
」
と
。
行
き
ず
り
の
若

者
を
演
じ
る
の
は
武
田 

 

鉄
矢
と
桃
井
か
お
り
。
車
は

真
っ
赤
の
マ
ツ
ダ
の
フ
ァ
ミ
リ

ア
。 

 

私
も
当
時
マ
ツ
ダ
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
に
乗
っ
て
、
今
は
亡
き
友
人
と

舞
鶴
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
小
樽
港
に
向
か
っ
た
。
ま
る
一
日
フ
ェ

リ
ー
に
乗
っ
て
北
海
道
に
着
い
た
。
船
は
随
分
と
沖
を
進
む
の
で
、

夜
は
街
の
灯
り
も
な
く
、
満
点
の
星
で
あ
っ
た
。
空
に
は
こ
ん
な
に

も
沢
山
の
星
が
あ
る
の
か
と
感
動
し
た
。
ま
た
不
思
議
な
こ
と
に
そ

の
船
の
甲
板
で
私
の
勤
務
す
る
学
校
の
卒
業
生
（私
の
英
語
の
ク
ラ

ス
に
い
た
）に
出
逢
っ
た
。 

友
人
と
の
北
海
道
旅
は
ま
た
珍
道
中
で
あ
っ
た
。
宿
を
現
地
に

着
い
て
か
ら
探
す
。
摩
周
湖
湖
畔
で
テ
ン
ト
を
張
っ
て
寝
た
時
は
、

あ
ま
り
の
寒
さ
に
眠
る
こ
と
が
で
き
ず
、
私
だ
け
車
の
中
に
移
動
し

た
。
夏
だ
っ
た
が
朝
晩
は
と
て
も
寒
か
っ
た
。
旅
を
終
え
て
高
速
を

走
っ
て
い
る
時
、
車
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
。
ア
ク
セ
ル
を
ふ
か
し
た

後
、
元
に
戻
ら
な
く
な
っ
て
、
エ
ン
ジ
ン
が
フ
ル
回
転
の
ま
ま
高
速

を
約
１
時
間
走
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
友
人
に
伝
え
る
と
友
人
は
不
安

に
な
る
か
ら
黙
っ
て
い
た
。
高
速
の
出
口
に
止
ま
っ
た
そ
の
瞬
間
。

車
は
停
止
し
て
い
る
の
に
、
エ
ン
ジ
ン
は
高
速
回
転
で
物
凄
い
音
を

立
て
て
い
る
。
さ
す
が
に
私
は
事
実
を
隠
す
こ
と
は
で
き
ず
友
人
に

伝
え
た
。
友
人
は
不
思
議
に
冷
静
で
あ
っ
た
。
車
を
小
樽
港
の
近
く

の
修
理
工
場
に
入
れ
て
、
も
う
一
泊
し
て
帰
路
に
つ
い
た
。
今
は
亡

き
友
は
優
し
い
人
だ
っ
た
。
彼
の
墓
参
も
と
う
に
終
え
て
、
私
は

日
々
、
彼
の
霊
鷲
山
で
の
安
穏
を
祈
っ
て
い
ま
す
。 

妻
と
の
北
海
道
旅
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
。
（
笑
い
） 
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【
あ
な
た
の
水
分
を
１
億
８
０
０
０
万
分
の
１
に

極
小
化
し
た
ら
流
れ
が
一
気
に
解
決
！
】 

 

  

 

こ
ん
に
ち
は
！ 

京
都
伏
見
・大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

院
長
の
清
水
友
浩

で
す
。 

夏
真
っ
盛
り
の
８
月
、
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

蝉
の
鳴

き
声
が
響
き
渡
り
、
昼
間
は
息
苦
し
い
ほ
ど
の
暑
さ
で
す
ね
。
京
都
の
夏
は

湿
気
と
熱
気
で
体
へ
の
負
担
が
と
て
も
大
き
い
…
。 

先
日
、
私
は
「愛
宕
山
１
０
０
０
日
詣
り
」に
行
っ
て
き
ま
し
た
！ 

愛
宕

山
と
い
え
ば
、
火
伏
せ
の
神
様
と
し
て
有
名
な
京
都
の
霊
峰
で
、
標
高
９
２

４
m
。
真
夏
に
登
る
の
は
正
直
ハ
ー
ド
で
す
が
、
「
火
の
用
心
」だ
け
で
な

く
、
気
持
ち
を
整
え
、
心
身
の
リ
セ
ッ
ト
に
も
な
る
ん
で
す
。
山
頂
で
い
た

だ
く
冷
た
い
お
茶
は
最
高
！ 

た
だ
、
登
っ
て
い
る
最
中
は
汗
だ
く
で
、
水

分
補
給
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

夏
は
意
識
し
て
い
て
も
、
水
分
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
実
は
「飲
ん
で
い
る
の
に
吸
収
さ
れ
て
い
な
い
」こ
と
が
、
体
調
不
良
の

大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。 

８
月
に
多
い
体
調
ト
ラ
ブ
ル
と
は
？ 

こ
の
時
期
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

 

〇
な
ん
と
な
く
体
が
だ
る
い
。
〇
頭
が
重
た
い
、
集
中
で
き
な
い
。
〇
足
の

む
く
み
が
強
く
な
っ
た
。
〇
汗
を
か
い
て
い
る
の
に
体
が
熱
っ
ぽ
い
。 

〇
食
欲
が
な
く
、
胃
が
重
た
い
。
〇
ト
イ
レ
の
回
数
が
減
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
「水
の
流
れ
」が
滞
っ
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
ま

す
。
体
内
の
水
が
循
環
し
て
い
な
い
と
、
栄
養
が
行
き
渡
ら
ず
、
老
廃
物
が

た
ま
り
、
疲
労
や
不
調
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
年
齢
を
重
ね
る
と
「の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
る
」た
め
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
脱
水
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
高

齢
者
は
要
注
意
で
す
！ 

そ
ん
な
悩
み
を
解
決
す
る
“
水
の
革
命
” 

Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
登
場
！ 

こ
の
た
び
当
院
で
は
、
最
新
の
水
質
革
命
技
術
を
搭
載
し
た 

プ
ロ
ラ
ボ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
《Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
》 

を
導
入
し
ま
し
た
！ 

Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
っ
て
な
に
？ 

Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
と
は
「W

a
te

r O
p

tim
iz

a
tio

n
 T

e
c
h

n
o
lo

g
y
 

T
e

rm
in

a
l

」の
略
称
で
、
水
を
１
億
８
０
０
０
万
分
の
１
と
い
う
超
微
細
レ

ベ
ル
に
ま
で
ナ
ノ
化
す
る
技
術
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。 

従
来
の
水
よ
り
も
分
子
が
極
小
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
体
内
へ
の
浸
透
性
が

格
段
に
向
上
！ 

そ
の
結
果
、 

〇
ス
ッ
と
体
に
し
み
込
む
よ
う
に
吸
収 

〇
老
廃
物
の
排
出
が
ス
ム
ー
ズ
に 

〇
血
流
や
リ
ン
パ
の
流
れ
も
促
進 

つ
ま
り
、 

“体
の
流
れ
を
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
” 

と
い
う
の
が
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
の

最
大
の
魅
力
で
す
。 

な
ぜ
水
を
変
え
る
と
体
が
変
わ
る
の
？ 

私
た
ち
の
体
の
約
７
０
％
は
水
分
。
そ
の
「質
」を
変
え
れ
ば
、
細
胞
レ
ベ

ル
で
健
康
が
変
わ
り
ま
す
。
通
常
の
水
は
分
子
が
大
き
い
た
め
、
毛
細
血
管 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

  
 
 
 

院
長 

清
水 

友
浩 
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や
細
胞
内
に
浸
透
し
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
で
処

理
し
た
水
は
ナ
ノ
レ
ベ
ル
に
ま
で
極
小
化
さ
れ
る
の
で
、
細
胞
に
ダ
イ
レ

ク
ト
に
届
き
や
す
く
な
る
ん
で
す
。 

結
果
と
し
て
、
〇
栄
養
が
し
っ
か
り
行
き
届
く
。
〇
代
謝
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
。
〇
む
く
み
や
冷
え
の
改
善
。
〇
疲
労
感
や
だ
る
さ
の
軽
減
。 

こ
う
し
た
変
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。 

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
格
闘
家
・
著
名
人
も
愛
用
！ 

実
は
こ
の
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
、
す
で
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
や
美
容
・健
康
業
界
で

は
注
目
の
的
！ 

有
名
な
格
闘
家
、
ア
ス
リ
ー
ト
、
モ
デ
ル
、
著
名
人
な
ど

が
「パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
維
持
」「疲
労
回
復
」「美
肌
・ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」

の
た
め
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

理
由
は
簡
単
。
極
小
化
さ
れ
た
水
は
「体
に
溶
け
込
む
ス
ピ
ー
ド
」が
違

う
か
ら
！ 

試
合
前
後
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
、
こ
う
し
た
最
先
端
技

術
を
活
用
す
る
の
は
当
然
の
流
れ
で
す
ね
。 

Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
で
期
待
で
き
る
５
つ
の
実
感
ポ
イ
ン
ト 

①
朝
の
目
覚
め
が
ク
リ
ア
に
な
る
。
「起
き
た
瞬
間
の
体
の
重
さ
が
違

う
！
」と
い
う
声
多
数
。
②
お
通
じ
が
ス
ム
ー
ズ
に
。
巡
り
が
よ
く
な
る
こ

と
で
、
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
を
実
感
。
③
む
く
み
・冷
え
の
軽
減
。
足
が
軽
く

な
り
、
動
く
の
が
楽
し
く
な
る
方
も
。
④
肌
の
透
明
感
ア
ッ
プ
。
内
側
か
ら

水
分
が
届
く
と
、
肌
の
ハ
リ
や
ツ
ヤ
に
変
化
。
⑤
「な
ん
だ
か
元
気
！
」が

続
く
。
水
が
変
わ
る
と
細
胞
が
イ
キ
イ
キ
す
る
か
ら
、
活
力
が
湧
く
ん
で

す
！ 実

際
に
当
院
で
の
活
用
法 

こ
ん
な
方
に
お
す
す
め
！ 

熱
中
症
予
防
を
万
全
に
し
た
い
方
。
夏
で
も
足
の
む
く
み
や
だ
る
さ
に

悩
む
方
。
「水
を
飲
ん
で
も
体
に
残
っ
て
い
る
気
が
す
る
」方
。
胃
腸
の
働 

き
が
落
ち
て
い
る
方
。
疲
れ
や
す
く
「ナ
マ
ケ
モ
ノ
体
質
」に
な
っ
て
い
る

方
。 「ナ

マ
ケ
モ
ノ
体
質
」っ
て
？ 

動
き
た
く
な
い
、
疲
れ
や
す
い
、
汗
を
か
き
に
く
い
、
排
泄
が
ス
ム
ー
ズ

じ
ゃ
な
い
…
。
そ
ん
な
方
こ
そ
、
水
の
質
を
変
え
る
だ
け
で
驚
く
ほ
ど
の

変
化
が
期
待
で
き
ま
す
！ 

ま
と
め 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
は
、
最
新
技
術
と
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の

融
合
で
、
地
域
の
皆
様
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
は
「た
だ
の
水
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
細
胞
の
奥
ま
で
届
く
“極

小
化
水
”で
、
体
の
流
れ
を
根
本
か
ら
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

ま
ず
は
あ
な
た
の
体
で
違
い
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。 

今
年
の
夏
、
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
と
一
緒
に
、
流
れ
を
変
え
る
新
し
い
健
康
習
慣

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
！ 

お
問
い
合
わ
せ
は
平
日
の
午
前
中
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
は
交
通
事
故
の
治
療
も
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

日
常
の
ケ
ガ
も
手
当
て
し
ま
す
。
「あ
！
こ
け
ち
ゃ
っ
た
」「足
首
や
手
首

を
捻
挫
し
ち
ゃ
っ
た
」「
ぶ
つ
け
ち
ゃ
っ
た
！
」
場
合
や
、
ご
家
族
や
知
人

で
交
通
事
故
の
ケ
ガ
に
遭
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
柔
道
整
復
師
は
ケ
ガ
を
治
す
プ
ロ
で
す
。
「こ

れ
く
ら
い
大
丈
夫
」と
思
っ
て
放
置
し
て
骨
折
し
て
い
た
人
も
多
数
お
ら

れ
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
ね
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
超
健
康
を
あ
な
た
へ
！ 

純
情
と
書
い
て
「

す
な
お
」で
朗
ら
か
に
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。 

連 

絡 

先 a
d

io
life

c
h

iro
p

ra
c
tic

@
g
m

a
il.c

o
m

  

電
話
番
号 

０
７
５-

２
０
０-

６
１
２
４ 
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し
み
ず
の
郷
マ
ル
シ
ェ
開
催
！ 

６
月

日（
日
）
、
京
都

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
院
の
駐
車
場
（
旧
消
防
学
校
跡
地
）
で

「
し
み
ず
の
郷
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 朝

か
ら
厳
し
い
暑
さ
で
、
配
ら
れ
た
う
ち
わ

が
大
活
躍
。
来
場
者
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
や
親
子
連
れ
の
姿
も
ち
ら
ほ
ら
。 

開
場
前
か
ら
で
き
た
行
列
の
お
目
当
て

は
、
朝
採
れ
野
菜
の
直
売
。
Ｊ
Ａ
の
新
鮮
野

菜
、
パ
ン
や
お
菓
子
、
身
体
能
力
測
定
、
竹
と

ん
ぼ
作
り
な
ど
の
ブ
ー
ス
は
、
ど
こ
も
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。 

私
た
ち
も
“
止
ま
り
木
ベ
ン
チ
”
と
“
公
園
体

操
”
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。
短
時
間
で
も
交
流
の
輪

が
広
が
る
、
心
地
よ
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。 

出
店
者
・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

次
回
は
11
月
２
日
（日
）、
し
み
ず
の
郷
地

域
交
流
実
行
委
員
会
主
催
「
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス

タ
」を
開
催
予
定
。
ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
に
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（髙
橋
） 
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  静
か
な
平
和
運
動 

 

      

実
年
会
会
員
で
戦
争
体
験
を
朗
読
す
る
の
を
ご
自
分
の
「
役

目
」
に
さ
れ
て
い
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
も
う
亡
く
な
ら

れ
て
随
分
経
ち
ま
す
が
、
今
で
も
そ
の
方
の
家
の
前
を
通
る
と
最

初
に
お
会
い
し
た
時
に
「
毎
年
ハ
月
に
な
る
と
戦
争
に
関
す
る
こ

と
を
『
実
年
会
だ
よ
り
』
に
掲
載
し
て
く
れ
て
い
る
わ
よ
ね
」
と
仰

っ
て
く
だ
さ
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
く
る
ん
で
す
。 

た
だ
こ
こ
数
年
は
八
月
に
な
っ
て
も
他
の
話
題
を
投
稿
す
る
こ

と
が
多
く
て
、
な
ん
だ
か
怒
ら
れ
そ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
（
笑
）

ま
ぁ
気
の
せ
い
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
（
笑
） 

蝉
の
声
も
聞
こ
え

な
い
焼
け
付
く
よ
う
な
日
差
し
の
中
、
彼
女
の
顔
を
思
い
出
し
な

が
ら
戦
争
に
関
連
す
る
も
の
は
何
か
な
い
か
と
周
り
を
見
渡
せ

ば
、
背
を
丸
め
、
ま
る
で
人
生
を
ス
マ
ホ
に
吸
い
取
ら
れ
て
い
る
か

の
よ
う
な
人
ば
か
り
。 

選
挙
カ
ー
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
は
ど
れ
も
排
他
の
声
。
い 

や
、
そ
う
見
え
て
し
ま
う
、
聞
こ
え
て
し
ま
う
の
は
私
の
心
が
捻

く
れ
て
い
る
せ
い
だ
ろ
う
。 

今
で
は
「
当
た
り
前
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
中
に
、
こ
の
国
の

豊
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
で
き
る
。
人
様
の
心
の
温
か

さ
も
そ
う
。
で
も
何
か
が
違
う
よ
う
に
も
思
え
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
の
も
事
実
。 

今
回
の
米
騒
動
だ
っ
て
そ
う
で
し
ょ
？ 

米
が
無
い
な
ら
米
を

食
べ
な
け
れ
ば
良
い
だ
け
で
は
な
い
か
？ 

米
を
食
べ
ら
れ
る
の

が
当
た
り
前
に
な
り
、
農
家
の
方
へ
の
感
謝
も
薄
ら
い
で
き
て
い

る
の
も
問
題
の
一
端
で
は
な
い
の
か
？ 

一
体
い
つ
か
ら
妙
な
違

和
感
の
中
に
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

現
代
の
女
子
高
生
が
戦
時
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
特
攻
隊
員

に
恋
を
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
の
『
あ
の
花
が
咲
く
丘
で
、
ま
た

君
と
出
会
え
た
ら
。
』
と
い
う
映
画
の
中
に
「
私
た
ち
が
生
き
て
い

る
今
、
そ
れ
は
誰
か
が
、
命
懸
け
で
守
ろ
う
と
し
た
未
来
だ
っ
た
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
祖
先
が
命
懸
け
で
守
ろ
う

と
し
た
未
来
な
の
か
？ 

の
ぞ
い
て
い
る
ス
マ
ホ
か
ら
流
れ
て
く
る
の
は
Ａ
Ｉ
で
作
ら
れ

た
虚
偽
広
告
、
そ
し
て
そ
の
広
告
主
を
「
ス
ポ
ン
サ
ー
」
と
し
て
許

し
、
広
告
益
を
得
て
い
る
米
国
最
大
手
企
業
…
。 

そ
う
い
や
誰
か
が
言
っ
て
い
た
。
今
の
日
本
人
は
記
憶
喪
失
だ

と
…
。
「
大
本
営
発
表
」
を
信
じ
て
い
た
心
と
、
ス
マ
ホ
か
ら
流
れ

て
く
る
虚
偽
広
告
を
信
じ
て
し
ま
う
心
も
、
ど
ち
ら
も
「権
威
」を 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 

宅 

淳 

之 
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信
じ
て
し
ま
う
人
間
の
性
な
の
か
。 

あ
ぁ
そ
れ
に
し
て
も
私
に
ゃ
文
才
ね
え
な
。
暗
く
て
重
い
言
葉

し
か
浮
か
ば
な
い
か
ら
筆
が
す
す
ま
な
い
。
戦
争
体
験
も
な
い
私

が
戦
争
に
関
す
る
文
章
を
書
い
て
い
い
の
か
す
ら
分
か
ら
な
く
な

っ
て
き
た
。
何
を
書
い
て
も
何
処
か
の
誰
か
を
怒
ら
せ
て
し
ま
う

よ
う
に
も
思
え
て
く
る
。 

そ
う
い
や
小
泉
純
一
郎
元
総
理
が
靖
國
神
社
を
参
拝
さ
れ
た

際
、
「
犠
牲
に
な
っ
た
人
に
礼
を
し
に
き
た
」
と
い
っ
た
内
容
の
発

言
を
し
た
と
い
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
小
野
田
寛
郎
さ
ん
（
戦
争
が

続
い
て
い
る
と
信
じ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
バ
ン
グ
島
で
戦
後
２
９
年

潜
伏
を
続
け
た
元
日
本
兵
）
は
「
犠
牲
と
は
何
だ
！ 

靖
国
の
御
霊

は
犠
牲
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
！ 
そ
の
言
い
方
は
無
礼

だ
！
」と
怒
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

貴
方
は
何
故
小
野
田
さ
ん
が
怒
っ
て
い
た
か
想
像
で
き
ま
す

か
？ 

「
七
生
報
国
（７
回
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
こ
の
国
に
報
い
る
）

を
信
じ
て
、
そ
れ
を
信
じ
て
疑
わ
ず
戦
っ
た
の
だ
か
ら
、
犠
牲
と

は
何
だ
！
」
と
い
う
の
が
小
野
田
さ
ん
の
思
い
だ
っ
た
の
だ
そ
う

で
す
。 

ど
こ
か
に
戦
争
体
験
の
な
い
私
で
も
書
い
て
良
い
言
葉
は
落
ち

て
い
な
い
か
と
も
う
一
度
周
り
を
見
渡
し
た
ら
、
た
だ
一
つ
あ
り

ま
し
た
。 

小
野
田
さ
ん
と
同
じ
く
大
正
生
ま
れ
の
方
で
、
私
が
１
９
才
の 

夏
の
日
に
出
会
い
、
「
大
倭
の
爺
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
い

て
い
た
方
の
言
葉
で
す
。 

そ
の
方
が
生
前
話
さ
れ
て
い
た
言
葉
に
「
（
平
和
の
）
第
一
条
件

は
好
き
嫌
い
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
や
。
あ
ん
た
ら
、
そ
れ
だ
け

は
守
っ
て
欲
し
い
。
人
に
対
し
て
好
き
嫌
い
を
し
な
い
と
い
う
こ

と
や
。
「
あ
の
ガ
キ
め
！
」
と
か
「
い
や
や
な
。
」
と
か
。
そ
う
し
た
心

が
戦
争
に
結
び
つ
く
。
ア
メ
リ
カ
人
が
嫌
い
と
か
、
ソ
連
人
が
嫌
い

と
か
、
そ
ん
な
心
を
持
っ
て
そ
れ
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
と
戦
争

に
行
き
着
い
て
し
ま
う
。
平
素
か
ら
そ
う
い
う
心
を
無
く
し
て
い

く
と
自
然
と
平
和
に
な
る
。
（中
略
） 

何
も
戦
争
反
対
や
と
か
核
兵
器
反
対
と
か
騒
が
ん
で
も
、
心
の

中
に
平
和
の
火
を
灯
し
た
ほ
う
が
平
和
運
動
に
な
る
ん
や
け
ど

ね
。
一
番
わ
か
り
や
す
い
の
が
好
き
嫌
い
を
作
ら
ん
こ
と
や
。
「
あ

の
ガ
キ
め
！
」な
ん
て
思
わ
ん
こ
と
や
（
笑
） 

一
人
ひ
と
り
が
そ
う
な
っ
て
い
け
ば
、
世
の
中
は
必
ず
平
和
に

な
っ
て
い
く
。
（中
略
） 

そ
ん
な
意
味
で
の
平
和
運
動
は
表
に
目
立
た
ん
よ
う
な
静
か

な
運
動
や
ね
」と
。 

こ
の
文
章
を
読
ん
で
「
確
か
に
そ
う
だ
！
」
と
思
っ
た
も
の
の

…
。
凡
俗
の
迷
い
の
中
心
で
生
き
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
、
ハ
ー
ド

ル
が
高
す
ぎ
る
言
葉
で
す
わ
。
で
も
大
小
関
わ
ら
ず
人
と
人
と
の

対
立
闘
争
の
元
は
、
他
者
理
解
の
拒
絶
と
他
者
の
背
景
へ
の
想
像 
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訪問リハビリマッサージ 
歩行困難で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方は 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です（施術時間３０分） 

三宅治療院  
初回訪問は無料です。料金・施術内容等、お気軽にお問い合わせください。 

電話 090-9887-0038 

三宅治療院のホームページはこちらの QRコードを 

スマホのカメラで読み取ってください 

伏見区大亀谷万帖敷町 123-36    

力
の
乏
し
さ
が
大
半
な
ら
ば
、
好
き
嫌
い
を
無
く
す
こ
と
か
ら
始

め
な
い
と
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
対
立
闘
争
は
無
く
な
ら
な
い
の
だ

ろ
う
と
も
思
い
ま
す
。 

も
し
も
大
倭
の
爺
ち
ゃ
ん
が
生
き
て
い
て
、
「
高
尚
す
ぎ
て
ボ
ク

に
は
無
理
で
す
わ
！
」
っ
て
言
っ
た
ら
「
高
尚
な
こ
と
な
ん
て
考
え

ん
で
え
え
ね
ん
！ 

ア
ホ
に
な
る
だ
け
で
え
え
ね
ん
！
」
な
ん
て
言

わ
れ
る
の
は
容
易
に
想
像
が
つ
き
ま
す
（
笑
） 

私
の
よ
う
な
中
途
半
端
な
ア
ホ
に
は
、
す
ぐ
に
好
き
嫌
い
を
無

く
す
こ
と
は
無
理
で
す
が
、
せ
め
て
好
き
嫌
い
を
少
な
く
す
る
こ

と
か
ら
自
分
を
変
え
て
い
こ
う
。 

冒
頭
に
書
い
た
元
患
者
さ
ん
の
家
の
前
を
通
っ
た
時
に
「
八
月

の
文
章
は
こ
れ
で
良
い
で
す
か
？
」と
心
の
中
で
問
う
て
み
た
ら
、

い
つ
も
の
よ
う
に
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
た
気
が
し
た
。 

静
か
な
平
和
運
動
が
い
つ
か
大
き
な
流
れ
と
な
る
こ
と
を
願
い

つ
つ
。 
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  「
笑
う
門
に
は
・
・
・
」 

 

 

   

初
め
ま
し
て
。
私
は
京
都
老
人
福
祉
協
会
の
管
理
部
で
バ
ッ

ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
伊
藤
と
申
し
ま
す
。 

平
素
よ
り
藤
城
学
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
法
人
の

運
営
に
多
大
な
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
の
梅
雨
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、
連
日
猛
暑

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
外
出
す
る
の
も
億
劫
に
な
り
が
ち
な
こ
の

暑
さ
…
ク
ー
ラ
ー
が
効
い
た
部
屋
で
過
ご
し
な
が
ら
、
ふ
と
考
え

ま
し
た
。
「
最
近
、
お
腹
を
抱
え
て
笑
っ
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
ろ
う

」
と
。
笑
う
こ
と
は
色
々
な
こ
と
に
良
い
と
何
か
で
読
ん
だ
気
が

し
て
、
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

 

【
笑
い
の
効
果
】 

ス
ト
レ
ス
軽
減 

 

笑
う
と
脳
内
か
ら
β
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
や

セ
ロ
ト
ニ
ン
等
の
物
質
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
幸
福
ホ
ル 

 

モ
ン
」
と
言
い
、
精
神
的
な
疲
れ
や
不
安
な
ど
を
軽
減
し
、
気
持

ち
が
安
定
す
る
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

免
疫
の
活
性
化 

 

笑
う
と
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
（
Ｎ
Ｋ
）
細

胞
」
が
活
性
化
さ
れ
、
免
疫
力
が
向
上
。
Ｎ
Ｋ
細
胞
と
は
人
の
体

内
に
あ
っ
て
、
外
か
ら
の
ウ
ィ
ル
ス
や
病
原
体
へ
の
攻
撃
を
助
け

ま
す
。
病
気
と
闘
う
力
が
強
く
な
る
と
言
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。 

血
行
促
進
で
記
憶
力
Ｕ
Ｐ 

 

笑
う
と
脳
の
海
馬
が
活
性
化

さ
れ
、
記
憶
力
が
向
上
す
る
！ 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
笑
う
こ

と
で
脳
波
の
ア
ル
フ
ァ
波
が
増
え
て
脳
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
ま
た

意
思
や
理
性
を
司
る
大
脳
新
皮
質
に
流
れ
る
血
流
が
増
加
す
る

た
め
脳
の
働
き
が
活
発
に
な
る
そ
う
で
す
。
思
い
っ
き
り
笑
っ
た

時
は
、
体
内
に
た
く
さ
ん
の
酸
素
が
取
り
込
め
る
の
で
、
血
の
巡

り
が
良
く
な
り
新
陳
代
謝
が
促
さ
れ
ま
す
ね
。 

筋
力
Ｕ
Ｐ
!! 

 

笑
う
と
心
拍
数
や
血
圧
が
上
が
り
、
呼
吸
が

活
発
に
な
り
ま
す
。
思
い
っ
き
り
笑
う
と
お
腹
や
頬
が
痛
く
な
る

と
い
う
経
験
が
皆
様
も
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

こ
れ
は
腹
筋
、
横
隔

膜
、
肋
骨
筋
、
顔
の
表
情
勤
な
ど
が
強
く
動
く
か
ら
で
す
。 

大
笑
い
す
る
と
筋
力
が
付
き
、
カ
ロ
リ
ー
の
消
費
量
も
多
く

な
る
等
々
。
少
し
検
索
し
た
だ
け
で
も
、
こ
ん
な
に
良
い
こ
と
が

沢
山
出
て
き
ま
す
。 

 

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
面
白
い
番
組
を
見
て
笑
可
う
も
良
し
、
愛 

社
会
福
祉
法
人 

京
都
老
人
福
祉
協
会 

 

管
理
部
リ
ー
ダ
ー 

 
 
 
 
 
 

伊
藤 

由
希
子 
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い
動
物
た
ち
と
触
れ
合
っ
て
笑
う
も
良
し
。
好
き
な
こ
と

を
見
つ
け
て
楽
し
く
熱
中
出
来
る
と
さ
ら
に
笑
顔
に
な
れ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

私
自
身
は
家
族
や
、
一
緒
に
い
て
楽
し
い
と
思
え
る
人

と
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
話
を
し
な
が
ら
大
笑
い
す
る
の
が

一
番
笑
顔
に
な
れ
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
よ
く
笑
う

人
が
隣
に
い
る
と
、
思
わ
ず
こ
ち
ら
も
笑
顔
に
な
っ
て
し

ま
う
事
が
あ
り
ま
す
よ
ね
？ 

小
さ
な
子
供
が
楽
し
そ
う

に
笑
っ
て
い
る
と
、
何
が
面
白
い
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
つ
ら
れ
て
こ
ち
ら
も
笑
顔
に
な
っ
て
る
な
ん
て
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。
気
持
ち
は
伝
播
す
る
ん
で
す
ね
。 

老
若
男
女
誰
に
で
も
出
来
る
「
笑
う
」
こ
と
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
笑
顔
・
利
用
者
様
の
笑
顔
・
働
く
職
員
た
ち
の
笑

顔
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
楽
し
い
笑
顔
が
周
り
の
人
に
も

伝
播
し
た
ら
も
っ
と
も
っ
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。 

「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
「
福
」
は
一
人
ひ
と
り
違
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

笑
う
門
に
は
「
ス
ト
レ
ス
発
散
」 

笑
う
門
に
は
「
元
気

倍
増
」 

笑
う
門
に
は
「
家
庭
円
満
」
な
ど
な
ど
。  

大
変
な
こ
と
も
多
い
毎
日
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
「
笑
う

門
に
は
」
の
先
に
素
敵
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
一

緒
に
笑
い
と
ば
し
ま
し
ょ
う
！ 
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ら
か
い
個
所
、
腹
、
皮
膚
の
病
気
に
注
意
が
必
要
で
す
。
新
規
事
業

開
始
は
見
合
わ
す
方
が
得
策
で
す
。
来
月
へ
の
準
備
の
月
と
心
得

て
進
め
る
こ
と
。
吉
方
位
は
南
・
西
北
・
東
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
調
子
が
出
て
意
欲
的
に
な
り
、
万
事
順
調
に
進
展
し
ま
す
。

予
想
外
の
喜
び
が
あ
ろ
う
。
普
請
、
起
業
な
ど
早
く
着
手
す
る
の
が

吉
。
地
味
に
運
営
す
る
の
が
良
策
で
す
。
舌
、
咽
喉
、
神
経
、
爪
、

毛
髪
な
ど
の
異
常
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
吉
方
位
は
北
・
南
・
東

南
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
そ
よ
そ
よ
と
和
や
か
な
風
が
吹
き
め
く
る
木
漏
れ
日
の
中
に

い
る
よ
う
に
、
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
幸
運
期
で
す
。

よ
い
と
思
っ
た
事
は
結
果
が
ま
ず
く
、
そ
れ
ほ
ど
に
思
わ
な
い
事
が
案

外
よ
い
結
果
を
得
る
な
ど
、
自
分
な
が
ら
お
か
し
く
思
う
こ
と
が
多
い

。
未
婚
の
男
女
は
結
婚
を
取
り
決
め
る
月
で
す
。
吉
方
位
は
北
・
南
・

東
。 

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
交
際
相
手
や
異
性
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
内
に
も
問
題
が
発
生
し
そ
う

な
気
配
の
衰
運
月
で
、
何
事
も
思
う
よ
う
に
運
ば
な
い
か
ら
じ
た
ば
た
し

な
い
方
が
よ
い
。
損
失
、
失
費
も
あ
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
月
に
始
め
た

こ
と
は
多
く
は
中
途
で
方
針
の
変
更
が
あ
る
。
中
宮
の
入
る
月 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

八
月
（
五
黄
土
星
の
月
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
月
八
日
（
立
秋
） 

か
ら
九
月
七
日
ま
で 

 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 

→
先
月
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
一
人
で
思
い
悩
む
事
が
多
く
、
活

気
の
あ
ま
り
な
い
月
で
す
。
病
気
に
な
っ
た
り
、
色
々
と
支
障
の
多

い
月
で
す
。
約
束
事
、
相
談
事
は
破
約
に
な
り
や
す
い
。
こ
の
月
に

発
病
す
れ
ば
長
引
き
が
ち
、
諸
事
控
え
目
が
吉
。
現
状
維
持
を
守

る
こ
と
。
吉
方
位
は
東
南
・
西
北
・
西
・
東
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
派
手
さ
は
な
い
が
、
着
実
に
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
く
運
気
で
す
。

職
業
、
不
動
産
、
朋
友
な
ど
と
の
関
わ
り
が
良
好
で
す
。
身
体
の
柔 

令和 7 年 8 月五黄土星 
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ご予約・お問合せ090-7889-1976 
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〒604-8006 
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丸屋町 403 ＦＩＳビル 2Ｆ 

ＴＥＬ 075-778-5048 

は
現
状
維
持
で
静
観
が
よ
い
。
吉
方
位
は
南
・
西
・
西
北
。 

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
活
動
力
の
高
ま
る
今
月
は
、
特
に
仕
事
に
対
す
る
取
り
組
み
熱
が

入
り
、
目
上
の
人
と
の
縁
が
深
ま
り
、
多
忙
と
な
る
で
し
ょ
う
。
病

難
、
け
が
等
が
あ
り
が
ち
な
の
で
注
意
す
る
こ
と
。
計
画
は
綿
密
に

立
て
、
独
断
専
行
せ
ず
、
援
助
者
を
求
め
る
こ
と
で
す
。
吉
方
位

は
北
・
西
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
今
月
は
金
銭
面
や
異
性
関
係
、
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
に
比
重
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
喜
び
が
多
い
月
な
の
で
、
縁
談

、
就
職
、
開
店
、
普
請
、
移
転
な
ど
は
早
く
着
手
す
る
の
が
よ
い
。
ま

た
年
少
の
女
性
に
は
喜
び
が
あ
ろ
う
。
未
婚
の
男
女
に
は
恋
の
発
現
の

月
で
す
。
吉
方
位
は
北
・
西
北
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
。 

→
今
月
は
運
勢
に
浮
沈
動
揺
が
あ
っ
て
気
の
も
め
る
こ
と
が
多
い
。
こ

の
よ
う
な
月
に
は
諸
事
新
し
い
企
画
は
見
合
わ
す
方
が
よ
い
。
現
状

維
持
で
来
月
の
よ
い
運
気
を
待
つ
こ
と
。
ま
た
平
素
持
病
の
あ
る

人
は
再
発
に
注
意
。
普
請
、
造
作
、
旅
行
、
移
転
は
凶
。
吉
方
位
は
南

・
西
北
・
西
。 

 

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→
覇
気
に
溢
れ
、
名
誉
や

地
位
が
上
昇
す
る
好
機
が

訪
れ
ま
す
。
何
か
と
注
目

さ
れ
、
華
や
か
な
出
来
事

が
多
く
起
こ
る
で
し
ょ

う
。
外
見
が
盛
大
に
見
え

る
た
め
、
近
親
や
友
達
の

た
め
に
金
銭
上
の
損
失
が

あ
る
。
役
所
に
か
か
わ
る

事
件
か
印
鑑
、
証
書
等
の

心
配
事
が
あ
ろ
う
。
ま
た

住
宅
か
土
地
に
つ
い
て
の

紛
糾
に
注
意
す
る
方
が
よ

い
。
い
ま
ま
で
の
難
事
件

も
解
決
す
る
月
で
す
。
吉

方
位
は
東
南
・
東
北
。 

 

 

 

 

 

23 



 

夏
バ
テ
認
定
。
気
付
け
ば
体

重
３
キ
ロ
減
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
成

功
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
ち
ょ
っ
と
違
う
…
。
「
大

丈
夫
？
」
と
気
遣
っ
て
く
れ

る
優
し
さ
に
感
謝
し
つ
つ
、

な
ん
と
か
マ
イ
ペ
ー
ス
で
こ

の
暑
さ
を
乗
り
切
っ
て
い
る

…
そ
ん
な
今
日
こ
の
頃
で

す
。 

実
年
会
だ
よ
り 

通
巻
四
百
九
号 

創
刊
平
成
三
年
八
月 

令
和
七
年
八
月
一
日
発
行 

 
 
 

 

藤
城
連
合
実
年
会 

代  

表 
  

  

鈴 

木 

美
恵
子 

編
集
・
制
作 

 

髙 

橋 
 

猛 

 
 

 
 

 

（0
9

0

―4
6

4
1

-0
7

7
7

番
） 

 
 
 a

d
o
ta

ka
@

ca
rro

t.o
cn

.n
e
.jp

 

編
集
補
助 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

校 

正 
 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

 
 

 
 

 
 

 

岩
堀
俊
彦 

わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
とⅢ

 
◎
連
日
の
猛
暑
に
、
体
も
心
も
す
っ
か
り
「
煮
え
メ
ダ
カ
」
状
態
。
こ
れ
ま
で
の

暑
さ
と
は
次
元
が
違
う
、
ま
さ
に
自
然
の
猛
攻
を
肌
で
感
じ
る
毎
日
で
す
。

人
間
で
す
ら
「
も
う
勘
弁
し
て
～
」
と
い
う
状
況
な
の
に
、
我
が
家
の
メ
ダ
カ

た
ち
は
も
っ
と
大
変
。
水
槽
は
ぬ
る
ま
湯
地
獄
。
生
き
て
い
る
の
が
不
思
議

な
く
ら
い
。
一
応
、
水
を
足
し
た
り
、
エ
サ
を
あ
げ
た
り
、
あ
ま
り
構
い
す
ぎ

て
も
逆
に
ス
ト
レ
ス
か
も
…
と
最
近
は
“
静
観
ス
タ
イ
ル
”
に
変
更
。
自
然
と

闘
い
な
が
ら
、
た
く
ま
し
く
生
き
延
び
て
ほ
し
い
と
い
う
親
心
（
？
）
で
す
。

と
に
か
く
、
早
く
涼
し
く
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
で
き
れ
ば
、
「
生
き
残
っ
た

メ
ダ
カ
」
が
、
秋
の
水
面
で
優
雅
に
泳
い
で
い
て
く
れ
た
ら
…
と
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。 

◎
１
８
日
に
終
業
式
、
子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み
。
朝
の
見
守
り
も
ひ
と
休
み

―
―
「
こ
れ
で
朝
、
ち
ょ
っ
と
は
ゆ
っ
く
り
で
き
る
ぞ
」
と
思
っ
た
の
も
束
の

間
、
気
づ
け
ば
目
覚
め
も
１
時
間
前
倒
し
。
自
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理

が
で
た
ら
め
な
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
子
ど
も
た
ち
の
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
の
声
が
聞
こ
え
な
い
朝
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
み
し
い
。
で
も
空
を
見
上

げ
れ
ば
、
真
っ
青
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
、
絵
に
描
い
た
よ
う
な
入
道
雲
。
「
来
た

な
、
夏
…
…
！
」
と
季
節
を
感
じ
る
間
も
な
く
、
汗
が
吹
き
出
る
こ
の
暑
さ
。

空
調
服
を
購
入
す
る
も
そ
れ
を
上
回
る
暑
さ
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
虫
取
り
網

を
振
り
回
し
て
い
る
元
気
な
ち
び
っ
こ
（
近
所
の
幼
稚
園
児
）
と
知
り
合
い
に

な
り
、
そ
こ
か
ら
昆
虫
談
義
。
「
今
日
は
チ
ョ
ウ
チ
ョ
採
っ
た
よ
」
「
ト
ン
ボ
を

採
っ
た
よ
」
「
せ
み
の
ぬ
け
が
ら
あ
っ
た
よ
」
と
報
告
し
て
く
れ
る
彼
に
、
思
わ

ず
私
も
む
か
し
の
自
慢
話
を
し
て
し
ま
う
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
昔
の
自

分
に
ち
ょ
っ
と
会
い
た
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

◎
連
日
の
暑
さ
に
脳
み
そ
ま
で
湯
だ
っ
て
き
た
の
で
、
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
部

屋
で
、
名
古
屋
場
所
の
大
相
撲
を
ひ
さ
し
ぶ
り
に
観
戦
し
ま
し
た
。
新
横
綱

の
風
格
、
将
来
が
楽
し
み
な
若
手
力
士
た
ち
の
ス
ピ
ー
ド
勝
負
に
は
目
を
丸

く
し
て
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
取
り
組
み
も
熱
い
が
、
懸
賞
の
本
数
も
熱

い
！ 

本
数
を
数
え
て
し
ま
い
ま
す
。
１
本
７
万
円
と
聞
い
て
、
思
わ
ず
「
ど

こ
が
不
景
気
や
ね
ん
」
と
テ
レ
ビ
に
ツ
ッ
コ
ん
だ
の
は
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
思

い
ま
す
。
相
撲
が
終
わ
れ
ば
水
や
り
タ
イ
ム
。
こ
れ
が
ま
た
、
あ
っ
ち
に
水
、

こ
っ
ち
に
水
で
、
な
ん
や
か
ん
や
で
約
１
時
間
。
後
期
高
齢
者
、
気
が
つ
け
ば
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